
登壇 

 

中村：皆さん、こんにちは。株式会社レアジョブ、代表取締役社長の中村でございます。ただいま

より、株式会社レアジョブ 2026 年 3 月期第 2 四半期決算説明を行います。 

本日は、まず連結業績サマリー、その後に実績、戦略、ビジネストピックス、そして質疑応答と進

めていきます。 

第 2 四半期決算サマリーです。 

 

将来の収益基盤強化に向けて、子会社の統合・再編・資格サービス事業の売却、フィリピン子会社

の要員最適化といった事業構造改革を進めています。売上高や営業利益は個人向けサービスの減収

に加え、東京インターナショナルスクールグループの株式取得に伴う一時費用を計上したため、予

算比・前年同期比でビハインドしています。 

売上高は 46 億 4,300 万円、営業利益は 3,800 万円、当期純損失はマイナス 2,600 万円となってお

ります。 

レアジョブグループのビジョンは、Chance for everyone、everywhere.を掲げながら、さまざまな

サービスを展開しております。 
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子ども向けから大人向けまで幅広いラインナップを提供しており、そこに今回からオフラインのと

ころも加わっております。新たに子ども向けの東京インターナショナルスクールグループ、プリス

クールや英語の学童といった事業を提供している会社が加わり、子どもから大人まで英語に関連す

るような事業を幅広く行っているグループとなっております。 

第 2 四半期決算概要になります。 

 

売上高は 46 億 4,300 万円、前年同期比でマイナス 3.5%、EBITDA は 1 億 8,900 万円でマイナス

50%、営業利益は 3,800 万円でマイナス 82.5%、経常利益は 4,400 万円でマイナス 78.6%、当期純

損失が 2,600 万円となっております。 

今回は、市場ポジションがさまざま変化しています。それに合わせて、事業ポートフォリオの転換

を行っております。一部事業の撤退や一部事業の売却を進めたり、構造改革で人員の最適化につい

ても進めております。また、新たな部分でのシナジー、新たな部分からの集客チャネルを取得する

ところで、東京インターナショナルスクールグループに第 2 四半期から加入していただいていま

す。一方で、費用として東京インターナショナルスクールグループを取得する際に、一時的に費用

として約 6,000 万円かかっております。こちらの一時費用に関しては一括で計上されておりますの

で、通常の正常な収益力よりも 6,000 万円営業利益が低くなっています。 
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セグメント別損益です。 

 

リスキリング事業の個人向けサービスは 11 億 6,600 万円、前年同期比でマイナス 22.4%となって

おります。法人向けサービスは 8 億 9,500 万円でプラス 0.4%、セグメント利益は 2,100 万円でマ

イナス 89.2%となっております。個人向けに関しては、スマートメソッドを終了させて一部売上が

減っています。また、個人向けのオンライン英会話サービスの不調は、こちらの売上減につながっ

ています。法人に関しては、さまざまな方法を行いながら堅調に推移させる形で行っております。 

子ども・子育て支援事業、ALT 派遣サービスについては 23 億 1,700 万円で、前年同期比プラス

3.8%の売上となっております。子ども向け英会話サービス、オンライン英会話と今回新たに加わ

った東京インターナショナルスクールグループ 1 カ月分が加味されているものになります。こちら

に関しては 2 億 6,300 万円となり、前年同期比プラス 43.1%という着地となっております。セグメ

ント利益としましては、1 億 100 万円となっております。一時的な費用である株式取得費用の約

6,000 万円部分については、子ども・子育て支援事業のセグメント利益にマイナス 6,000 万円が含

まれています。 
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事業の業績ハイライトです。 

 

オンライン英会話の顧客単価は、一定のところを推移しつつ、法人事業については着実に単価が

1%程度アップしています。引き続き個人のところに関しては構造改革を進めておりまして、既存

のサービスラインナップに加え、新たなところを今サービスとして展開しようと開発しており、1

月よりリリースしていく予定でございます。それによって単価アップ、それからサービス利用継続

率を高めていくようにしております。 

また、販管費、原価の部分についてもより精緻に見ながら、日本、フィリピンをトータルに見なが

ら削減できるところを削減し、特にフィリピン子会社については人員の最適化も実施しておりま

す。こちらの効果については、会計上 3 カ月ほど期ずれがありますので、4Q より削減効果が発現

すると考えています。 

また、PROGOS のテストに関しては、受験者数も 100 万人を突破しております。引き続きこちら

のほうを拡大させながら、収益化を行っていこうと進めております。 
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続きまして、子ども・子育て支援事業になります。 

 

現状としては、派遣都道府県のエリアもプラス 2 エリアとなり、また自治体契約件数もプラス 5

件、それから ALT 派遣人材、人員数もプラス 95 人で順調に推移しております。現状としては、来

期の契約に向けて、さまざまな自治体に対して営業をかけ、プロポーザルなどを行っている状況に

なっております。 

こちらに関しては、東京インターナショナルスクールグループの売上も付加されております。オフ

ラインとわれわれが持っているオンラインの子ども向けをうまく融合させながら、相互に送客した

り、オフラインのユーザーさんに対してオンラインも活用してもらうようにするとか、そういった

取り組みを進めながら平均単価をアップしたり、LTV を高めていく取り組みを行っています。 
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四半期ごとの売上高推移になります。 

 

このような形になっておりまして、特に ALT 人材派遣に関しては、期による波が毎期毎期ありま

すが、それがいつものようになっています。 

続きまして、ビジネストピックスです。 

われわれとしましては、人と AI を加味しながら、双方の良いところを使って、さまざまなサービ

スを提供していくことを行っております。人によるオンライン英会話だったり、AI によるスピー

キングテスト、PROGOS を提供していたり、AI による会話、イヤートレーニング、セルフトレー

ニング、人によるオンライン英会話、会話、コーチング、そういったところを組み合わせて顧客に

提供していこうと、今さまざまなところに取り組んでいます。 

また、われわれの資本業務提携先であります学研ホールディングスさんと一緒になって、協業でき

るところを協業し、シナジーを生み出していきたいと、さまざまなところに取り組んでいます。 

その中で一つ行っているとして、資格事業に関して、学研ホールディングスさんに資格サービスを

譲渡することを決定しております。こちらに関しては、学研ホールディングスの中にあります

Shikaku Pass 事業と、われわれの持っております資格スクエア事業が非常にシナジーがあるの

で、従来より一緒になった形でいろいろな取り組みを行っておりました。アプリを展開するとか、

相互に送客するとか、そういったところを取り組んでおりました。 
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こちらに関しては、より一緒になって行っていったほうが相互の事業、事業全体として伸びていく

だろうという考えの下、資格スクエアと Shikaku Pass を一緒にしていくところで、学研ホールデ

ィングスさんのほうに資格スクエア事業を譲渡する決議を行いました。1 月 1 日より、正式に事業

譲渡となってまいります。なお本件により、下期において事業譲渡益として約 4 億円を見込んでお

ります。こちらに関しては精査中で、決まりましたら適時開示していきたいと考えております。 

 

その他、さまざまなサービスの開発に取り組んでいます。主に法人向けとしましては、しっかりと

英語力が伸びていく、確実に B1 レベルから B2 レベルに英語力がアップするようなもので、サー

ビスを開発しているものになります。こちらは短期集中でしっかりと B1 から B2 に、この伸びが

難しいところでしっかりと確実に伸ばしていくといったサービスを開発し、こちらも来年リリース

していきます。これによって、実際に時間がかかって B1 から B2 に上がるのが大変だというお客

様向けに、一定の単価をいただきながらしっかりと伸ばしていき、そしてグローバルに活躍しても

らえるサービスを提供することを行っております。 
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また、コンシューマー向けに関しては、Personalized Learning をしっかりと取り入れた形で、実

際のオンライン英会話のレッスンの中でのフィードバックを、AI を活用しながら行います。ま

た、人によるモチベーションを与えていくところで、コーチによるモチベーション、フィードバッ

クをしっかりとお客様に与えながら、それによって語学力をきっちりと伸ばしていきます。サポー

トしながら伸ばしていくことをトータルにしながらしっかりと続け、そして英語学力が伸びていく

といったサービスを開発しております。1 月よりリリースさせていく予定でございます。 

現状より、若干価格を上げるところを考えております。数万円の前半になると思いますが、そちら

で提供しまして、既存の顧客の単価アップとか、あるいは新たに外から集客してきて、そちらのサ

ービスに入ってもらって、しっかりと続けて伸ばしてもらうといった形で提供していこうと考えて

います。 
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子ども・子育て支援のところは、ボーダーリンク社が都内の小学生向けに「English Mission 

Walk」という小学生数十人を集めたイベントを行ったり、国際交流の体験機会も提供しながら、

さまざまなところを行っています。 
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先ほど何度か触れさせていただきましたが、この 9 月から東京インターナショナルスクールグルー

プというプリスクール、小学校に入る前の人たち向けの英語で行う幼稚園、保育園を提供している

もの、それから学童、小学校に行っている生徒さん向けに小学校の後に英語のレッスンを提供して

いる会社様、東京インターナショナルスクールグループの企業が加入しております。 

 

 

こちらに関しては、非常に質の高い英語のレッスンで、英語を教えるだけではなく、さらに英語の

先、英語を実際に活用していくところに向けて、子ども向けの探究型プログラムをしっかりと開発

し、子どもに提供しているといった真面目な学習プログラムを子どもたちに提供するようになって

います。 

単価は一般よりも少し高めとなっておりまして、中目黒や南麻布などを中心にしながら、いくつか

展開している企業になっております。こちらを 9 月より連結化いたしまして、さらにこれらをうま

くシナジーを効かせながら伸ばしていきたいと考えています。今、直営とフランチャイズで合計 8

教室程度を展開しております。売上は、2025 年 3 月期で約 10 億円の売上になっております。こ

ちらの事業貢献が、特に 3Q からフルに寄与してきますが、3Q、4Q、そして来期へと寄与してく

る形になっています。 
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こちらもサマースクールやスプリングスクールなど、時期によって多少売上貢献の時期があったり

もしますが、そういった波がありながら、しっかりと売上利益の貢献をしてくる形で進めていると

ころです。 

以上が第 2 四半期の決算説明となります。 
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質疑応答 

 

中村 [M]：ここからは、質疑応答に移らせていただきます。ご質問がある方は、Q&A 機能にてテ

キストで質問をお送りください。なお、時間の関係上、すべてのご質問にお答えできない可能性が

あることをあらかじめご了承ください。また、Q&A で回答いたしましたご質問内容については、

後日配信されるオンデマンド動画に掲載させていただく可能性がございますことをご了承くださ

い。 

特にご質問がなければ、以上にて第 2 四半期決算説明を終わらせていただきます。ご視聴いただ

き、ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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